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太陽フレア及びアーケード形成と、地球磁気圏のサブストームは、共に磁気リコネクションが基本となる物理
過程であり、両者の比較研究はリコネクションの物理を明らかにする上で非常に重要である。地球の磁気圏サブス
トームでは、リコネクションの拡散領域の中心が、理由は必ずしも明確にされていないが、統計的に dawn(朝)側
よりも dusk(夕方)側で多く発達することが GEOTAIL の観測などから知られている。太陽コロナにおけるリコネク
ションでこのような非対称性が存在するという統計的な証拠はこれまで無かった。 

太陽コロナでは、磁気リコネクションに伴うアーケード構造の形成がようこう衛星の軟 X 線望遠鏡(SXT)によっ
て数多く観測されている。その中には、アーケードの生成が磁気中性線の端から端へ進行している例もある。我々
はこのような非対称性を特に顕著に示すイベントについて、光球磁場のデータを用いて、アーケード形成の進行方
向に対して右側と左側の磁場の極性を調べた。その結果、アーケード形成においてはVxB 電場の方向、すなわち磁
気圏の dawn-to-dusk の方向にリコネクションが進行する例が多いことを発見した。またアーケード形成の進行速
度は 6-26km/s で、サイズの大きい現象ほど速く進行することが分かった. 


